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京ト協　傘下支部が納涼会
秋の全国交通安全運動特集
27日にマイカー点検フェスinたんご
ひと シュテルン宇治 酒井社長
◀日産学園Ｚ復活プロジェクト④
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藤
田
理
事
た
た
え
る

 

２
０
２
５
年
６
月
の
役
員
改
選
で
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク

協
会
（
平
島
竜
二
会
長
）
の
副
会
長
に
就
任
し
た
、
蒔

田
良
夫
（
京
三
運
輸
）、
宮
本
昌
季
（
エ
ム
ズ
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
）、
藤
木
哲
也
（
藤
建
）、
村
尾
直
則
（
舞
鶴

運
輸
）
の
４
氏
が
就
任
記
者
会
見
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ

運
営
や
事
業
に
対
す
る
抱
負
を
語
っ
た
。
各
副
会
長
が

担
当
支
部
を
持
っ
た
こ
と
で
、
本
・
支
部
一
体
感
へ
の

高
ま
り
が
期
待
さ
れ
る
中
、
４
副
会
長
は
ど
の
よ
う
に

本
部
事
業
や
支
部
の
活
性
化
に
取
り
組
む
の
か
―
―
。

新
執
行
部
の
手
腕
が
注
目
さ
れ
る
。

業
界
Ｐ
Ｒ
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動

参
加
者
ア
ッ
プ
へ
ア
ド
バ
イ
ス

ー
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
編
ー

運
輸
業
倒
産
15
％
増

４
月 

前
年
同
月
比
５
カ
月
ぶ
り
超

４月 前年同月比（増率）

農・林・漁・鉱業

建設業

製造業 ▲12.00％

卸売業 ▲12.37％

小売業 32.50％

金融・保険業 １ ▲75.50％

不動産業 ▲13.04％

運輸業

情報通信業

サービス業ほか

合　　計

倒　産　件　数
産　　業

　

４
月
の
負
債
額
１
０
０
０
万
円
以
上
の
全
国
企
業

倒
産
数
は
、
前
年
同
月
比
５
・
７
％
増
の
８
２
８
件

と
な
っ
た
。
負
債
総
額
が
２
カ
月
ぶ
り
に
１
０
０
０

億
円
を
上
回
る
１
０
２
８
億
円
（
前
年
同
月
比
９
・

３
％
減
）。
４
月
の
倒
産
件
数
は
４
年
連
続
で
前
の

年
を
上
回
っ
た
。
京
都
府
の
倒
産
件
数
は
21
件
（
負

債
総
額
14
億
１
２
０
０
万
円
）。

　

産
業
別
に
み
る
と
10
産
業
の
う
ち
、
６
産
業
で
前

年
同
月
を
上
回
っ
た
。
運
輸
業
は
38
件
（
同
15
・
１

％
増
）
で
５
カ
月
ぶ
り
に
前
年
同
月
比
よ
り
多
く
な

っ
た
。

　

中
央
（
増
田
敏
支
部
長
）

と
朱
雀
（
三
木
昇
支
部
長
）

の
両
支
部
を
担
当
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
行
事
に
参
加
す

る
人
数
を
増
や
す
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
、
な
る
べ
く

支
部
行
事
に
出
席
し
、
既
存

会
員
と
十
二
分
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

　

ま
た
、
常
設
委
員
会
で
は

環
境
・
災
害
対
策
委
（
増
田

委
員
長
）
の
担
当
副
会
長
を

任
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
環
境

対
策
委
で
進
め
て
き
た
事
業

に
一
つ
で
も
新
し
い
事
業
を

付
け
加
え
ら
れ
る
よ
う
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
い
く
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
消
防
団
で
分
団
長
を

務
め
て
い
る
経
験
を
生
か

し
、
事
業
に
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

で
き
る
よ
う
努

め
た
い
。

　

そ
の
一
つ
と

し
て
、
災
害
時

に
他
府
県
か
ら

　

会
員
１
０
０
０
社
の
た
め

に
活
動
し
て
い
く
。
こ
れ
ま

で
副
会
長
２
人
体
制
で
運
営

に
当
た
っ
て
き
た
が
、
多
忙

で
会
員
各
社
に
わ
れ
わ
れ
の

意
思
や
協
会
サ
ー
ビ
ス
が
し

っ
か
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
か

不
安
に
思
っ
た
た
め
、
藤

木
、
村
尾
の
両
氏
を
新
た
に

迎
え
入
れ
４
人
体
制
を
整
え

た
。
今
ま
で
以

上
に
平
島
会
長

の
思
い
を
会
員

に
浸
透
さ
せ
て

い
け
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う

か
。

　

ト
ラ
ッ
ク
業
界
を
一
般
の

人
に
認
知
し
て
も
ら
う
た

め
、
異
業
種
の
集
ま
り
に
出

席
し
て
「
ト
ラ
ッ
ク
業
界
」

を
発
信
し
て
い
る
。
た
ま
た

ま
参
加
し
た
会
に
運
送
会
社

の
人
が
お
り
、
安
全
性
優
良

事
業
所
認
定
（
Ｇ
マ
ー
ク
）

を
取
得
し
た
―
―
と
話
し
て

い
た
。
Ｇ
マ
ー
ク
は
サ
ー
ビ

ス
の
浸
透
と
い
う
意
味
で
も

役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
２
月
に
京
都
パ
ル

ス
プ
ラ
ザ
（
京
都
市
伏
見

区
）
で
行
わ
れ
た
環
境
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
竹
田
駅
か
ら

会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
た
。
そ
の
中
で
業
界

の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映
し
た
と

こ
ろ
、
一
般
の
人
か
ら
反
響

が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
も
ト

ラ
ッ
ク
業
界
以
外
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
活
動
し
て
い
く
。

会
長
支
え
近
畿
一
の
協
会
め
ざ
す

　

こ
れ
ま
で

の
２
年
間
で

で
き
な
か
っ

た
こ
と
、
行

い
た
か
っ
た

こ
と
を
今
期

手
掛
け
て
い

く
。

　

京
都
は
南
北
に
長
く
、
北

部
は
兵
庫
県
と
接
し
て
お

り
、
ど
う
し
て
も
距
離
感
が

拭
え
な
か
っ
た
が
、
丹
後

（
安
田
敏
英
支
部
長
）、
丹
波

（
多
喜
端
支
部
長
）
の
両
支

部
を
村
尾
副
会
長
に
任
せ
る

こ
と
に
な
り
、
改
善
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

協
会
活
動
の
中
心
は
支

部
。
支
部
あ
っ
て
の
本
部
と

捉
え
て
お
り
、
支
部
の
活
性

化
に
注
力
す
る
一
方
、
本

部
事
業
へ
の
参
加
者
を
増
や

す
た
め
の
方
策
を
模
索
し
た

い
。

　

担
当
し
て
い
る
城
南
支

部
（
杉
本
哲
也
支
部
長
）
と

伏
見
支
部
（
小
寺
俊
郎
支
部

長
）
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
が
今
、
支
部
行
事
に
参

加
し
て
い
る
会
員
事
業
者
は

非
常
に
少
な
い
。
2
倍
、
3

倍
、
4
倍
と
今
よ
り
も
っ
と

積
極
的
に
参
加
で
き
る
形
を

整
え
た
い
。

　

そ
れ
が
協
会
の
未
来
に
つ

な
が
り
、
こ
の
ま
ま
支
部
が

衰
退
し
て
い
く
と
協
会
も
衰

退
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か

︱︱

と
危
惧
し
て
い
る
。
平

島
会
長
を
支
え
な
が
ら
近
畿

で
一
番
と
い
わ
れ
る
協
会
を

目
指
す
。

の
緊
急
支
援
援
助
隊
が
府
内

で
活
動
す
る
た
め
の
拠
点
や

施
設
提
供
に
関
す
る
協
定
を

府
と
結
ぶ
こ
と
を
考
え
て
い

る
。

　

お
そ
ら
く
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
し
て
全
国
初
の
取
り
組
み

に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
京

都
か
ら
全
国
に
発
信
し
て
い

き
た
い
。

地
域
間
連
携
強
化
し
地
位
向
上
を

　

新
し
く
北

部
か
ら
副
会

長
に
任
命
さ

れ
た
。
何
か

ら
手
を
つ
け

て
い
け
ば

よ
い
の
か

迷
っ
て
い
る
が
、
自
社
で
は

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
地

位
向
上
を
意
識
し
て
経
営
し

て
い
る
。
協
会
の
副
会
長
と

い
う
立
場
と
し
て
も
平
島
会

長
を
は
じ
め
、
副
会
長
、
会

員
と
一
緒
に
業
界
の
地
位
向

上
の
た
め
に
何
か
行
え
る
よ

う
考
え
て
い
く
。
担
当
し
て

い
る
丹
波
支
部
、
丹
後
支
部

は
南
の
他
の
支
部
と
は
距
離

感
が
あ
る
。
そ
の
距
離
感
を

埋
め
、
地
域
間
の
連
携
を
強

化
し
業
界
の
地
位
向
上
に
つ

な
が
る
動
き
を
し
て
い
き
た

い
。
役
に
立
て
る
活
動
が
一

つ
で
も
で
き
れ
ば
―
―
と
考

え
て
い
る
。

　

委
員
会
は
新
設
さ
れ
た
経

営
改
善
広
報
・
Ｄ
Ｘ
委
（
多

喜
端
康
弘
委
員
長
）
が
担

当
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
意

識
し
て
協
議
、
提
案
し
て
い

き
た
い
。
委
員
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
し
な
が
ら
よ
り
良

い
委
員
会
に
育
て
た
い
。

　

平
島
会
長
や
蒔
田
、
宮

本
、
藤
木
の
３
副
会
長
の
役

に
立
て
る
よ
う
職
責
を
全
う

し
て
い
く
。

新
執
行
部
の
手
腕
に
注
目

本･支部事業活性化むけ抱負
４副会長 就任記者会見に臨む京ト協

蒔田副会長

宮本副会長

藤木副会長

村尾副会長

副
会
長

蒔
　
田

副
会
長

宮
　
本

副
会
長

藤
　
木

副
会
長

村
　
尾


